
 

 

 

 

 

 

 

～森博幸市長に 155項目の要望書を提出～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度鹿児島市予算編成に向けた要望書（155項目）の構成 
１、市民の命とくらし・平和を守る防波堤の役割を果たす本市の基本姿勢（11項目） 
２、安心して働ける地域経済活性化を（14項目） 
３、お金の心配なく学び子育てできるまちを（27項目 
４、くらしを支える安心の社会保障に（31項目） 
５、災害に強いまちづくり（16項目） 
６、ひとりひとりが大切にされるまちづくり（4項目） 
７、安心・安全のまちづくり（32項目） 
８、高齢者や障がいのある方が安心して暮らせるまちづくり（15項目） 
９、環境に優しいまちづくり（5項目） 
 

 

 

 

 

 

ぜひご来場ください。 

 

 

 

 

 

 

日本共産党市議団は、第 4 回定例市

議会閉会後の 12月 24日、「市民の市政

をつくる会」と共同で、森市長宛に

「2020 年度鹿児島市予算編成にむけ

た要望書（155項目）」を提出し、 

今後の市政運営や新年度予算案に反映

していただくように要請しました。 

要請にあたり、森博幸市長が直接応

対していただき、要望内容について 

意見を交わしました。また要請後は 

市政記者クラブにおいて、要望書の 

内容を報告しました。 

日本共産党市議団は、新年度も、 

市民の皆さんと力を合わせて、「市民の

命と暮らしを守る」市政実現のために

全力をつくす決意です。 

 


